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みことばが蒔かれる良い地 (ルカ8:4-18)
　いろいろなところに種がまかれる可能性があります。ある種は岩の上に落ちて、水分が足りないので結局枯れてしまうようになります。これを聞いている人たちがよくわかっている話です。それから、別の種はいばらの真ん中に落ちてしまって、いばらも一緒に生えているのでふさがれてしまい、うまくいきませんでした。でも、別の種は良い地に落ちて100倍の実を結ばせるようになるという話をしていました。すると、弟子たちはこれを聞いて「イエスさま。これはどういう意味でしょうか。なぜこのような話をしていらっしゃるのですか」と質問しました。そのときに、イエスさまがそのたとえ話を解き明かしたのがこの内容でした。その種というものは神の言葉のことです。みことばを意味します。この神の言葉が人間に蒔かれるようになり、ある人は神の言葉を聞くときに、聞く前に悪魔が来て信じて救われないようにそのみことばを持ち去られてしまう人もいます。それから、みことばが蒔かれたのに、みことばが伝えられたのに、それを聞いて最初は喜んでいたのですが根がないので、試練に耐えられないまま身を引いてしまう場合もあります。そのような心で神様のみことばを聞く人も中にはいます。そうすると、結局はこれも途中でだめになってしまいます。いばらの中に落ちたというのは、みことばを聞いていたのですが、生きているうちに世の中の様々なこと、また世にあるいろいろなものに誘惑され、それに惑わされ成長せず、結局はそれもダメになってしまいます。そのような心構え、姿勢で神のみことばを聞く人もいます。しかし、良い地に落ちたというのは正しいよい心でみことばを聞くことを意味します。みことばはこのように聞かないといけません。正しいよい心で聞くと、蒔かれた種が植えつけられて実を結ぶように、そのみことばがその人に植えつけられることによって結局、実を結ばせるようになります。それも100倍以上の想像をはるかに超えた実を結ぶようになるという意味だと説明されました。その説明と同時にこの話もされました。明かりをつけて、それを器で隠したり、寝台の下に置いたりする人はいないでしょう。明かりをつける理由は暗いときに出入りする人がはっきりと見えるようにするためにつけるものだからという話をしました。どういう意味でしょうか。隠れているもので露わにならないものはなく、秘密にされているもので露わにならないものは何もない、結局、全部どうだったということが光によってばれてしまうという話を、神様のみことばを語りながら明かりの話をされました。最後には、だから聞き方に注意しなさいとおっしゃいながら、持っている人はさらに与えられ、つまり、みことばが与えられ良い心を持っている人、みことばがその人になっている者はさらに与えられ、持たない者、みことばと関係ない者は結局、自分で持っていると思っていても、それまでも全部取りあげられるようになってしまうという話をしていました。
　今日のイエスさまのたとえ話、また説明、聖書の話をとおして、クリスチャンである皆さん、神様のみことばをきちんと聞き入れてうなずいている皆さんがどれほど素晴らしい祝福の存在なのかということを真心から確認していただきたいと思います。皆さんが自分自身のことを確認するときに、他の何かを根拠にしないでください。今日イエスさまがおっしゃいました。種に例えられた神のことば、みことばを根拠にして皆さんが誰なのか、どういう存在なのかと言うことをぜひ確認し、確信を持って喜んで、正しい意味での勇気を出し、クリスチャンとしてのプライドをぜひ確認し守って歩いていっていただきたいと思います。

そういう意味で、今日のこのたとえ話、みことばが蒔かれる話をとおして、神様が礼拝をささげている私たちに与えられる第一のメッセージはこのメッセージです。神の言葉、すなわち福音は絶対的ないのちだという意味があります。申し訳ありませんが、日本人はものすごく遠回しな言い方が、成熟した人の証しのような文化があるので、「絶対的」という言葉はあまり好みません。でも、クリスチャンの場合はある部分では絶対的でないといけません。それが絶対的なので他の部分はある意味、柔和になれます。今日の第一のメッセージは神の言葉、すなわち福音、あとで申し上げますがここでイエスさまがおっしゃっている神の言葉、それは福音のことを言います。それは絶対的ないのちで、種に例えられていました。この世の中では何かの問題、課題があれば、それを解決して、また前進するために工夫してぶつけてチャレンジをし、それを解決していく精神を持っています。それはとても素晴らしい精神だと思います。問題をそのままほっておかないで、何かの問題があればそれを改善しようじゃないかと、ときには国を超えて協力しぶつかっていく姿勢を世の中は持っています。たとえば、今、携帯ではインターネットもできます。10年前は考えられなかったと思います。もちろん技術を持っている人は先に予測していたかもしれませんが、私たちのような素人はまったく考えられませんでした。コンピュータが出て、インターネットができる時代になっただけでもびっくりするのですが、コンピュータを机の上でやっていたら、外に出たときにはできません。それで考えるわけです。どこででもインターネットができる方法はないのかと。電話も同じでしょう。固定電話しかありませんでした。もっとさかのぼっていきますと電話などありませんでした。手紙を書いて郵便配達の人が行くと３日くらいかかりました。そこで考えます。もう少し早く連絡を取れる方法はないのだろうかと。そうすると、また研究し、努力して電話を開発し、固定電話の場合は外に出ると連絡が通じない、それで携帯を開発するようになりました。問題を改善していくためです。もちろん、どちらが良いのかはいろいろな評価があるでしょう。とにかく、人類は何かの問題、課題があればそれに立ち向かってチャレンジし改善していきます。その発展と進歩はとても素晴らしいものです。前にもお話したように、鉄の塊の飛行機で何百人を乗せ、それが空を飛ぶというのは不思議でしょうがないのではないでしょうか。それもたぶん、一番最初は歩いてどこかに行くと疲れるし、ものすごく時間がかかるので、もう少し楽に早く行ける方法はないのだろうかという問題意識を持ってチャレンジしたら、自転車、次に自動車が出ました。でも、海は行けませんので、小さなボートを作って移動していたのですが、これではだめだと思い、大きな船を造り航海するようになりました。そのうち、海で行きますと、たとえば韓国から日本に来るだけでも1日かかります。昔は1日以上かかりました。もう少し早く行けないかと思いチャレンジし、飛行機を作りだすようになりました。医学の面でも同じです。昔はその病気で死んでしまう、けれども、それに問題意識を持って改善できないかと研究し努力した結果、その問題は改善し、昔、不治の病と言われていたものが今は病気でもないという種類の病気が多いのではないでしょうか。感心します。人間は素晴らしいと思います。とにかく、何かの問題があれば、それをほっておかないでチャレンジし、その問題を改善していく、解決していくという姿勢を常に持っていて、今までそうしてきたので実績もたくさんあります。そのうち、人はこのように思い込むようになりました。どういう問題でも、今までやってきたので、今はだめでもこれからもチャレンジしていけばこの問題を解決し、改善して行けるようになるだろう、解決できない問題は何もないと思い込むようになりました。そのように思い込みを持つのも理解できます。それほど実績がありますから。ただ、そのような素晴らしい、今まで問題解決してきたにもかかわらず、そういった努力や発展、チャレンジの精神などは素晴らしいのですが、それら素晴らしいものでも絶対に解決不可能な問題が人類、人生にはあるということを人々は知りません。だから、そのような勘違いをします。何事でも、今は問題でも、問題は解決、改善されるようになるだろうと考え、時間が経ち、頑張っていけば最終的にはユートピアが私たちを待っているのではないかと皆、どこかで思っています。本当に感心して、素晴らしいことだと認めますが、でも、どんなに時間が経って、どんなに素晴らしい技術があったとしても、進歩があったとしても絶対に手をつけることはできない、解決できない問題があります。
それを霊的な問題と言います。それは解決になりません。医学がどんなに発展してもできません。その証拠が今の人類の在り方です。戦争や災いは止まることがありません。心の悩みは増える一方で何も改善されていないし、家庭は崩壊し、世の中の偶像は普遍的に増える一方です。何も変わっていません。それで物が豊かになって豊富になったとしても災いに耐えきれないし、ものすごく発展を遂げたとしても、それが逆に首を絞めるようになることも変わりません。バベル塔のように崩れていきます。専門家の方々は言っています。これからの時代は麻薬との戦争で、精神病との戦いなのだと。何も変わりません。でも、人々はどこかでそう思いたくありません。それを認めたくありません。それが人間のプライドで、神様からご覧になりますと高慢です。「でも、私たちは今まで結核の病気も病気じゃないように治してきたのではないか。アスピリンと言う薬を作り、たくさんの人を助けて寿命も延びているのではないか。そのような実績に基づいてこれからも問題にチャレンジしていけば解決できない問題は何一つないだろう」と思いたいだけです。しかし、現実を直視すればそうではありません。絶対に彼らは知らない、解決不可能な問題が存在します。それを聖書だけが教えているのですが、霊的な問題と言います。この霊的な問題が私たちに、この人類にあるのです。聖書にはそれをこのように教えています。すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない。罪は絶対に解決不可能です。その罪を持っているがゆえに聖書ではこう言っています。今も空中の権威を持つ、支配者、悪魔、サタンと呼ばれている者に従っていて、この問題は解決できません。だから、これがそのままなので、どのように問題を解決し、感心せざるをえない実績があるにしても、これがそのままなので、私たちがなぜなのだろうと思うことがずっと続いているのです。一人一人の心の中の悩みなどは、どんなに医学が発展しても何一つ変わっていません。災いも変わっていません。その結果、エペソ2章3節には「生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとし生まれる」とあります。神の祝福によって創られた人間が、神の御怒りが留まっている状態はちっとも改善されません。これが人類の実情で人生です。皆さんが今まで問題にチャレンジし、改善してきたことを否定するつもりはありません。本当に素晴らしくびっくりすることです。でも忘れないでください。それでは絶対に解決不可能なことがあるのです。そして、問題なのは、それが解決されないままある限りは、どんなに改善し、どんなに発展を遂げて成功したとしても、人生は不幸なままで崩れていきます。頭では理解できない問題はずっと続きます。この霊的な問題を解決しない限りは幸せは訪れてきません。どんなに改善されても、20キロしか走れなかった車が、時速200キロ出せるように変わったとしても幸せとは結びつきません。それを聖書は私たちに言っています。この霊的な問題を解決しない限りは、しかし、私たちには絶対に不可能です。それで、全能なる創造主である神様がその霊的な問題を解決することによって、人生、人類のすべての問題を解決することのために神様が動き、全能なる神様が約束をされました。この霊的な問題のためにメシヤ、キリストを送ると。だから、キリスト、メシヤが来られたのはこの霊的な問題の解決のためです。一番大切な問題解決のために来られた方がキリストです。キリストは私たちを金持ちにするために、私たちを昇進させるために来られた方ではありません。不良な私たちが善良な人間に変わるために来られたわけではありません。そんな改善は世の中にもあります。教育によって、政治によっては絶対に解決不可能な霊的な問題のためにはキリストでないとできません。キリストしか方法はありません。世界中でこのキリストの他には私たちの救いのためにどのような名も与えられていないとあります。そのキリストが来られました。キリストは希望なのですが、2000年前にこの世に来られました。イエスさまです。イエスさまがキリストです。イエスさまがキリストなのでイエスを信じることによってこの絶対に解決不可能な霊的な問題、罪と罪から来る報酬、死の滅びの運命の力と、悪魔、サタンの捕虜から解放され、神のいのちを回復して神のすべての天の祝福を回復する道はイエス・キリストです。イエスがキリストです。イエスを信じる人は救われます。イエスを信じる人は根本から人生が変わります。そのお話が神の言葉です。神の言葉は分厚い内容ですが、それを全部縮めてエキスにするとイエスがこの人のチャレンジによっては絶対に解決不可能な、しかし、それを解決しない限りは何も解決にならない霊的な問題、罪の問題を解決するために約束された希望、道がイエスで、イエスがキリストなのだから、イエスを信じることが幸せなのです。イエスさまを信じること、イエスがキリストであり、イエスを信じると救われるというのが神の言葉であり、福音とも言います。これは信じても信じなくてもいい、聞いても聞かなくてもいいような内容ではない、絶対的ないのちです。このイエスがキリストだという言葉を聞いて、信じるか信じないかは滅びるか永遠のいのちに預かるかに分かれる絶対的ないのちの話です。それなのに多くの場合、軽く扱います。宗教の一つだとか、私が少し具合が悪いのでとか、金持ちになるためにとかのレベルで留まって終わってしまいます。たとえ話はだいたいそのような話です。神の言葉は福音なので、イエスがキリストだという唯一の助かる希望なので、簡単に富によって、誘惑によって、何かによって手放すような軽く扱われることではありません。神の言葉、福音は絶対的ないのちです。滅びるか、永遠のいのちに預かるかその分かれ目です。そのように理解しないといけません。聞き方に注意しなさいとおっしゃったのはそういう意味です。それが第１のメッセージです。皆さんにとって神の言葉は何でしょうか。神の言葉にもいろいろあります。神の言葉の前後をとって誤解を招くような理解の仕方をする人もいますが、神の言葉はそうではありません。聖書66巻全部をまとめると一つです。イエスが神様が約束されたキリストであり、イエスに希望がある、それが神の言葉です。それをどう受け止めるかです。絶対的ないのちです。他の何かと並べて比べられるようなものではありません。富があり、神の言葉があって、ふらふらとどっちなのだろうかと考えるようなものではありません。それが今日のたとえ話の意味です。家族のこと、自分の出世、今まで教育を受けてきた内容などと一緒に並べてふらふらするようなものではありません。神の言葉は地上にあるどういうものとも比べることができない絶対的ないのちです。助かる道は神の言葉しかありません。他にもいろいろ良い話があり、いろいろな方法、道がありますが、この神の言葉もその中の一つで良いものだという聞き方では難しいです。そうではありません。いろいろな宗教の中の一つではありません。神の言葉に対して聞き方を注意しなければなりません。神の言葉は皆さんにとって何でしょうか。本当に神の言葉は皆さんにとっていのちの福音でしょうか。そうならば絶対的ないのちとして受け入れなければなりません。
そうすると、第2のメッセージはこれです。神の言葉、すなわち福音によって人生の白黒ははっきりとわかれます。これがメッセージです。神の言葉をどう受け止めるかによって100倍実を結ぶか、否かが決まります。それで、明かりの話をされました。明かりをつけるというのは皆が見るようにです。神の言葉は神の言葉自体に問題があるのではありません。神様が言葉を与えられたのは、それは光と同じようなもので、明かりをつけるのと同じことなので、それを誰かに隠したり、誰かには寝台の中に、誰かには置いたりするようなものではありません。明かりなので全部見えるようにしたのにもかかわらず、受ける側の方に心の問題があるという意味です。この神の言葉、福音をどのように受け止めたのかによって白黒はっきりされます。それでおっしゃったのは隠れているもので露わにならないものはない。もう神の言葉は明らかに宣言されているのですから、どんな風な受け止め方をしているかによって、「あなたはこういう人生。あなたはいばらの心、あなたは岩のような心、あなたは最初から心を持っていない、その基準が神の言葉、イエスがキリストです」ということです。皆さんはそれをどのように受け入れていらっしゃるのでしょうか。幸い、皆さんはあらゆることで混乱しているだけであって、イエスがキリストですと言う話を聞いて、「そのとおりです」とうなずいたからここに来ています。
他の部分では他の人と知識的にいろんな面で比べて足りないところ、また劣っているところがいろいろあるのでしょうが、極端な話、他のことは１００％私が負けたと言っても一つだけ違うものがあります。皆さんが他の人より偉いところがあるかどうかなどは気にしないでください。それを気にし始めると負けるところが多いのではないでしょうか。最初に信仰を持つのは、だいたいそのようなレベルでスタートしますが、それも神様の導きです。でも、一つだけははっきりしています。なぜここに来ているのでしょうか。イエスさまのお話を聞いて、「私はこんなに不良な者で、こんな悪い習慣もあるし、こんなに汚い人生を送ってきて、こんな弱さも抱えていたにもかかわらず、それだけは認めます」と認めたから、信じたからここに来ているのではないでしょうか。白黒はっきりする基準が神の言葉、福音、イエスのお話です。結論の方で話しますがみなさんが人生の白黒の基準を他の何かではなく神の言葉、福音を基準にしないといけません。それが今日の話です。誰が本当に幸せな者、誰が不幸な者でしょうか。頭の理論ではありません。皆さん、本当に心からどのように理解し認識していらっしゃるのでしょうか。金持ちが幸せでしょうか。何もトラブルが起きない人が幸せな者でしょうか。子どもが順調に育つ人が幸せな者でしょうか。病気などしない人が幸せな者のでしょうか。世の中では幸せな者に対してのいろいろな基準があります。皆さんは今日のメッセージをとおして神のみことば、聖書をとおして神の言葉の基準を福音の基準にして白黒を分けないといけません。イエスがキリストですという言葉を聞きいれた人が幸せな者、そうでない者は外見が、うわべが、条件がどうであろうと不幸な人生と分けられます。これがメッセージです。今日の聖書の話はそういう話です。神の言葉が絶対的ないのちであれば、それによって、それが基準になって白黒分かれます。だから、皆さんにいつも訴えているでしょう。叫んでいます。皆さん、幸せですか。幸せな者ですか。自信を持って皆言えません。顔を見るとわかります。声の出方を見るとわかります。どこかかすって出ます。なぜでしょうか。世の中の幸せの基準をもって、それにどこかひっかかれば全部ふるい払って消してください。そうではありません。本当に神の言葉が何なのか絶対的ないのちだということがわかったのであれば、その神の言葉を聞きいれた者、それが聖書では正しい心、良い心と言います。幸せな者です。ですから、世の中では誰が正しい人でしょう。何が正しいことで、何が正しくない悪いことでしょう。何が善であり、悪でしょうか。白黒はっきりしないといけません。人を殺すのが悪でしょうか。もちろん善ではありません。でも、イエスが来られた以上、その悪から言いますとすべての人が皆同じです。人を殺した人でも、殺していない人も心から人を殺す欲望を皆持っています。それが罪です。行動に現していないだけです。だから、それが基準ではありません。イエスがキリストです。「神があなたをイエスによって愛している」これを素直に受け入れる人、それが善良な人で、それを拒否するものは悪な人と聖書は宣言しています。これが基準です。白黒は神の言葉によって。先ほども申し上げましたように聖書には誰が正しい心、誰が良い心でしょうか。アフリカでとても苦労している子どもたちを支援するために自分の財産を投げ出す人がいます。もちろん、ありがたいことです。それも必要なことでしょう。でも、それを正しい心、良い心とは言いません。「イエスがキリストです。絶対解決不可能な霊的な問題の解決のために神様が約束それ、そのために罪のないご自分のいのちを犠牲にして血を流され、私たちの身代わりとして死なれたイエスが救い主です」これを信じて心から受け入れるその心が正しい心、その心がよい心で。その人が神を愛する人です。何か良いことをする人ではありません。それがはっきりしないといけません。神様を憎む人はそれを聞きいれない人です。言葉で「神、神」と言っていても「イエスがキリストです。イエスが救い主です」と心から信じてアーメンとしない心は神を憎む心だと聖書は言っています。これが今日のたとえ話です。自分の個人的な感情かもしれませんが、このような世の中では絶対、理解できない、でも聖書でははっきりと言っているこのメッセージを10年以上話していても、今までの基準がどれほどしみ込んで、どれほどそれが好きなのかわかりませんが、クリスチャンの方がなかなか変えようとしません。「牧師が講壇で話している話でしょう」という感じです。ですから、残念ながら実を結ぶようになっているはずなのに、皆さんの能力、才能、人格と関係なく、このいのちの実、天国の花を咲かすようになっているはずなのにそれが邪魔されます。基準が変わりません。イエスさまがパリサイ人に向かって言いました。パリサイ人は私たちの基準から見ますと、とても善良でまじめな人で、徹底した努力家です。それにもかかわらず、一つ、イエスさまを救い主として受け入れないどころか、自分が持っているイデオロギーを持ってそれを受け入れようとしている人も邪魔をします。世の中の基準から見たときには尊敬されるに値するパリサイ人に向かってイエスさまは何とおっしゃったでしょうか。「このまむしの子らよ」とおっしゃいました。「まむしの子らよ」と言うのがイスラエルではものすごい悪口のようです。日本語で言うと「このくそ野郎。この馬鹿野郎」という意味です。日本語は悪口がとても弱いです。韓国語で言うと、講壇では言えません。神の言葉、福音が白黒の基準です。神の言葉を素直に受け入れた者はどんなに悪いことをして、今現在どんなにみじめな人間であっても構いません。白です。これが種まきのたとえ話のメッセージです。ですから、今、皆さんにはいろいろな事情、レベル、背景があって人それぞれいろいろあります。それにもかかわらず、今、ここで礼拝をささげている皆さんは、イエスさまを救い主として信じて受け入れたでしょう。それを人生のいろいろな出来事の中であまりにも小さく思っているかもしれません。それを変えてください。皆さんが良い人です。皆さんは神の言葉が蒔かれることができた良い心、正しい心の持ち主です。本当に自分自身のことをそんな風に認めてください。皆さんが幸せな人です。皆さんが善です。皆さんは神様を愛する人です。「ありがたいですが、どうしてもそう言えません。今の自分の信仰の状態を見ると…」それはこれから後々、必ず変わっていきます。大筋で認めてください。私は幸せな者です。私は正しい心、良い心を持っています。聖書が、イエスさまが言っているのに、自分はそうではないとイエスさまに喧嘩を売るつもりでしょうか。皆さんは正しい心の持ち主です。良い心の持ち主です。周りから何と言われようが、それはこれから変えられるようになりますので心配しないでください。今、良い心の持ち主で、幸せな者です。皆さんがそのような存在なので、神の言葉を信じたというのはそのようなことの裏返しなので、最後にはメッセージをこのように理解するようになります。
　神の言葉、福音を受け入れた人は必ず人生を生きていくうちにいのちの実を結ぶようになります。これがメッセージです。そこにいのちのみことばの種が蒔かれているので、何かに奪われたりしないで蒔かれているので実を結ぶようになります。神の言葉はいのちです。どこか書いてある文章ではありません。いのちです。イエスは神の言葉です。「イエスがキリストです」これは神の言葉です。それが蒔かれているので、そのいのちの御霊が必ずいのちの実を結ぶと、聖書には100倍の実を結ぶとあります。１００倍とは私たちの想像をはるかに超えた、つまり、私たちの能力や条件、人格、人間性、私たちが持っている問題、弱さから見ると想像もできない天国の実を結ぶようになるのです。誰がでしょうか。今日、礼拝をささげている皆さんがです。ここで自分は除いて「あの勧士さん、あの長老さんのことか」と思うことは悲しいです。そうではありません。イエスさまを「いやだ」と言う人でなければ。皆さんはどこかニュースの解説を理解するように、イエスさまのお話を理解したと思うかもしれませんが、全然違います。受け入れることができるのは神の恵みであって、正しい心の持ち主だけに許されていることです。皆さんが正しいという意味ではなく、神様がそのような心を創りなおしました。その結果、イエスさまを信じることに関して考え直してください。いのちの実を結びます。

　それから、最後にこのようにおっしゃいました。持っている者はさらに与えられ実を結ぶようになります。持たない者、この福音を、イエスのお話を受け入れていない、心の中にイエスをきちんと持っていない人は、「自分は持っている。自分は幸せだ」と思っている全部を奪われて、そうでないと証明されます。皆さん覚えてください。必ず、このように振り返る日が来ます。また、今までの歴史や信仰のヒストリーの中で見つけ出さないといけないのですが、「なるほど、福音を受け入れたと言うのはそのまま終わるものではないのだね。ああ、こういうものだったのか」とわかります。福音を拒否した理由があって、偉そうにとてもうまくいっているように見えたけれど、後々見ると、バベル塔が崩れたかのように崩れていくのを見るようになります。なるほど、これがそういう意味だったのかとわかります。持たない者は持っていると思っているものでも奪われます。福音を持つというのはどれほどの大きな祝福でしょう。今現在、皆さんに何か良いことがあるかないかによって、この福音の素晴らしさを制限してはいけません。必ず、今、福音のない者と比べたときにいろいろな面で劣っていても、時間が経ってみると、「そんなことではなかった。福音はこのままでは終わらなかったんだね」と必ず、振り返ってそのような告白をするようになります。それが聖書の話です。最初に教会がスタートした初代教会のときには、わずか砂一粒のような１２０人が集まり、しかも乞食のような人で周りから蔑まれていました。違います。そのように終わることはありません。２５０年あと、ローマ帝国がキリスト教を国教として認めざるをえないところまで行きました。それが良かったのかどうかは別の解釈がありますが。迫害され、教会も全部破壊され、集まることもできないまま洞窟の中に逃げ込んで、そこで聖餐式を守りつつ、人と会うときには暗号のように魚の形を書き、皆、弱々しく何もできなさそうで、全滅するのではないかという状況が続いたにもかかわらず、１００倍の実を結ぶようになります。そのまま終わることはありません。皆さんが今抱えているいろいろなこと、それですべてなのかのように思うのでしょうが、皆さんが神の言葉、福音、イエスがキリストですという話を聞いて受け入れたのであれば、そこであきらめたり、がっかりしたり、落胆したりしないでください。そのまま終わるはずがありません。今までの歴史が証明しているのではないでしょうか。あまりにも私たちは目先のことしか見ていません。少し忍耐を持ってこの祝福のありがたさ、大きさを噛みしめつつ待ち、信仰を守っていれば、なるほどそうだったのかと言う日が必ず来ます。いのちの実を結ぶようになります。まず、神のことを受け入れた皆さんの内なる人、内側から実を結ぶようになります。それを違う言葉で言うと天国に行く前に天国の花を咲かせるようになります。短くまとめて申し上げるとみなさんがどんな方であってもキリスト、イエスを受け入れた者は時間が経つにつれて必ず、神様の聖さに預かる者として、つまり、本当に信仰の者、愛の者、希望の者として内側から変えられるようになります。この実が皆さんの内側で必ず結ばれるようになります。皆さんの能力とは関係ありません。それでパウロのように「なるほど。キリストと比べるとちりあくたのようなものではないのか」と告白する人に内側から変えられるようになりますので、それが実を結ぶことです。周りの人が見ると絶対に予想もつかない変化が起きるようになります。すぐ結果が見えなくても失望しないでください。必ずなります。いろいろな時刻表がありますが必ずなります。キリストの中にあって、スタートされた方がキリストの日まで必ず成し遂げられると宣言しています。いのちの言葉、神の言葉を馬鹿にしないでください。ただ、その人の根性があまりにもねじ曲がっていてみことばの花がことに咲く時間がかかる場合もあります。キリストを受け入れる前の壊れ方がひどいと、修理するのに時間がかかります。でも必ずいのちの実、みことばが動いて力を現し必ず変わるようになります。皆さんは良い人です。今だめなところは、これから変わるべき内容であって、それが第一ではありません。必ず変わります。
　それから、皆さんにその天国の実が、いのちの実が内側から結ばれ、皆さんは心配したり、思い煩わなくなり、「知らなくてもよい。お祈りがあるではないか」と祈りの人、感謝な人に変えられ、死の陰の谷を歩いていても、子どもの問題、経済の問題があっても「これはすべてよいことです。感謝です」と言う人に変えられ、賛美をささげる人に変えられます。皆さんの内側にいのちの実が必ず結ばれるようになります。自分で自分のことを考えても不思議です。昔は教会に通いながらも讃美歌を歩きながら歌ったという覚えがありません。いつも歌謡曲を口ずさんでいました。歌謡曲が悪いという意味ではありませんが、本当にいのちのみことばが動き出したら、周りの人が見て良い意味で「あの人、不思議だな」と言われるほどいつも喜んで賛美を口ずさむ人間に変えられます。世の中の人と同じ心配をしていた人がだんだんみことばを理解し、祈っていくうちに「なるほど、問題ではないね。柳先生が３秒で終わるというのも理解できる」というように変わっていきます。だから、感謝します。そして、このために、あのためにとなっていたのがオールインするのが格好いい最高の人生ではないかと変わります。天国に行きたい。言ったほうが良いでしょうが、福音宣教のためには地上にいるのも幸いだと、人生生きる理由が変わります。そのような祝福を持って神の言葉を受け入れた皆さんがいる家庭、現場、そこに必ず実が結ぶようになります。皆さんによって必ず、神の国が臨まれていのちの実を結ぶようになります。必ず救いのわざがあらわれます。必ず人を生かして助ける実を収穫するようになります。ぜひ信じてください。なぜでしょうか。皆さんが偉いから、頑張るからではなくいのちのみことばが蒔かれているからです。不思議なことです。みなさんによって教会の中でもその実が結ばれるようになります。そして、イエスさまがおっしゃったのは「地の果てにまでこの実を結ぶようになる」覚えていてください。皆さんは実りある人生を歩くように定まっている人です。ただ信じればよいです。
　最後にまとめます。福音、神の言葉を根拠に自分自身を新たに発見してください。まず先ほど申し上げましたように良かったなとほっとした安心の息を出してください。自分自身が良い心の人、幸せな者、神を愛し愛されている者だと大筋で認めてください。福音を根拠に自分自身のことを認めて、ほめてください。「おまえは良い心の持ち主だ」と。言葉を変えると可能性は無限大でいくらでもありますので、いのちの実を内側から人生の歩みにおいて実を結ぶ可能性は無限大なので自分自身の人生に期待を持って、すべての可能性を制限せず全部オープンにしてください。いのちの力は紅海も分けられます。そのいのちのみことばがありますので、自分自身のことを認めてほめてください。
　それから良い心にいのちのみことばが蒔かれているので、自分で制限せず、すべての可能性に対して全部オープンにしてください。残りの生涯、悪いことは全部カットしながら希望を持って歩いてください。今現在、いろいろ思わせるような条件、状況を抱えていてもそれに惑わされないでください。そして、真心を持ってこれらを認めつつ、少しでも神を見上げ祈ってください。いのちの実を結ぶようになっていることを信じてください。皆さんの内側のためにも、皆さんの現場、家庭にいのちの実が結ばれることのために素直に力まず祈ってください。それで十分です。必ずいのちの実が結ばれます。自分自身に対して白黒はっきりさせてください。

〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、私たちに神の言葉、イエスがキリストであるという福音を与えて受け入れる良い心にしてくださったことを感謝します。考え方を変えて基準を変え、自分がどれほど幸せな者で必ずいのちの実を結ぶようになっている確信を持って、暗いもの、否定的なもの、また勇気を邪魔するすべてをカットし、すべての可能性をオープンにして祈ることができるように兄弟姉妹一人一人を励まし主が内側から働いて導いてください。感謝します。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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